様式第１号（第６条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
（財）長崎県産業振興財団理事長　様　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　名　　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　印
平成　　年度ナガサキ型新産業創造ファンド事業助成金交付申請書
標記の助成金の交付について、ナガサキ型新産業創造ファンド事業助成金交付要領

第６条の規定に基づき、下記のとおり申請します。

記

	助成事業名
	助成事業に要する経費（単位：円）
	助成金申請額

（単位：円）
	助成事業開始及び

完了予定期日

	技術応用開発支援事業
	
	
	平成　年　月　日

～平成　年　月　日

	商品化研究・開発支援事業
	
	
	平成　年　月　日

～平成　年　月　日

	事業化等調査事業
	
	
	平成　年　月　日

～平成　年　月　日

	見本市出展支援事業
	
	
	平成　年　月　日

～平成　年　月　日

	合　　　計
	
	
	


添付書類 (1)事業計画書　

技術応用開発支援事業計画書（様式第２－①号）

商品化研究・開発支援事業計画書（様式第２－②号）

事業化等調査事業計画書（様式第２－③号）

見本市出展支援事業計画書（様式第２－④号）

(2)県税に未納がないことを証明する納税証明書
(3)法人税、消費税及び地方消費税に係る未納税額のないことを証明する納税証明書

(4)直近の二事業年度の営業報告書又は事業報告書、貸借対照表及び損益計算書

（以前の交付申請時に既に提出している期の書類は提出しなくてもよい）
(5)会社案内、開発製品（加工技術）など当該申請に係る参考資料
（別紙）（第６条関係）

申請企業概要

	業種

	
	

	資本金


	 　　　　　　　　　　万円

	  従業員数              　　      人

	

	主要品目

	    品　　目　　名

	 年間売上額（万円）

	 　比率（総売上額に対する割合）

	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	 　　計（総売上額）

	
	         １００．０％

	

	企業の略歴
・沿革

	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	今後１年間の助成金（補助金）申請予定（本申請以外の申し込み予定があれば記入）
	助成金等の名称
	助成機関名
	申請テーマ
	申請予定額
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	今までに受
けた助成金（補助金）

	年　度

	助成金等の名称

	助成機関名

	テ　ー　マ

	助成金額

	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


（別表１）

事業計画の概要

	企  業  名
	
	設立年月日
	

	資  本  金
	万円
	従業員数
	人
	売 上 高
	万円

	主な製品・サービス
	


１．事業計画のテーマ（３０字以内）

	


２．事業計画の目的

	（事業の必要性、事業の実施効果、事業計画終了時の数値目標などを記載して下さい）



	目  標
	


３．現在、製造している商品や自社技術等についてのＰＲ

	（製造している製品や自社技術等について、新規性、優位性、独創性などを記載して下さい）




４．今回、取り組む事業の概要

	事業計画期間
	平成    年    月  ～  平成    年    月（５年計画）

	


（別表２）

会社全体の事業計画及び資金計画

（単位：千円）

	
	２年前

(  /  期)
	１年前

(  /  期)
	直近期末

(  /  期)
	１年後

(  /  期)
	２年後

(  /  期)
	３年後

(  /  期)
	４年後

(  /  期)
	５年後

(  /  期)

	①売上高
	
	
	
	
	
	
	
	

	②売上原価
	
	
	
	
	
	
	
	

	③売上総利益

（①-②）
	
	
	
	
	
	
	
	

	④販売費及び

  一般管理費
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑤営業利益

（③-④）
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑥営業外収益
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑦営業外費用
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑧経常利益

（⑤+⑥-⑦）
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑨設備投資額
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑩運転資金
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑪資金調達額
	借  入
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	自己資金
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合  計
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑫従業員数
	
	
	
	
	
	
	
	


 別表２  （記載注意事項）

   ※ 計画は会社の決算年度に対応して記入（平成20年の3月決算分→（20/3期）

   ※ 直近の２事業年度の実績記入は、提出する決算書の数字と整合するように記入

       ・売上高、販売費、一般管理費、営業利益･･･決算書の数字と一致

（別表３）

事業計画での実施項目及び希望する支援事業

	番号
	計      画
	希望する支援事業

	
	実  施  項  目
	実施

年月
	支援

事業

番号
	助成

希望額

（円）
	開始

年月
	完了

年月

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	合計
	
	
	


※ 支援事業番号

     １．技術応用開発支援事業          ２．商品化研究・開発支援事業

     ３．事業化等調査事業　　　　　　　４．見本市出展支援事業
※ 計画のなかで、事業を１年以上実施しない場合は、理由書を添付すること（様式自由）

※ 同一年度に複数の事業を実施する場合は、実施時期の早い時期の順に列記すること。

（別表４）

連絡先等について

（企業名等）                                  
	 郵便番号
	

	 住    所
	

	 電話番号
	

	 ＦＡＸ
	

	 e-mail  （会社代表）
	

	 この申請書の作成

 担当者氏名
	

	 e-mail  （担当者）
	

	 ＵＲＬ
	


様式第２－②号（第６条関係）

商品化研究・開発支援事業計画書

１．申請企業担当者

	担当者
	役職
	
	部署名
	

	氏  名
	
	ＴＥＬ
	

	E-mail
	
	ＦＡＸ
	


２．総括表

	実施計画名
	

	事業概要
	事業計画との関連、研究開発等の概要、本助成金の使途  等



	共同研究
	学術

機関
	機関名

氏  名
	

	
	公設

機関
	機関名

氏  名
	

	事業費

  総事業費

千円

助成金申請額

千円

対象経費

金    額

比  率

摘  要

原材料費

千円
謝    金

千円

旅    費

千円

諸    費

千円

外 注 費

千円
委 託 費

千円
合  　計

千円
100,0％




３．事業内容

	過去の基礎研

究の内容
	研究内容の基礎となる研究内容、研究経過


	（本研究と関連のある特許等の出願、取得について記入してください。）

（名称）                                 （出願番号）

	研究開発等の

目的
	研究に至った動機、背景、期待される効果


	

	研究開発等の

内容
	（具体的に記入してください。説明図、フロー図等があれば添付してください。

	


	従来技術との

比較
	原理・機能・構造の優劣について具体的な相違点


	

	予想される技術的問題点と対策
	

	

	市場性
	販売方法、販売ルート、ユーザー、用途、数量、金額、市場規模

	


４．収支計画（平成    年    月    日  ～      年    月    日）

（１）  収入の部

	経費区分
	事業費（円）
	備        考

	助成金
	
	

	借入金
	
	

	自己資金
	
	

	その他
	
	

	計
	
	


（２）  支出の部

	経費内訳
	助成事業に要する経費（円）
	助成金額（円）

(左の2/3以内)
	備    考

	対象
	経費区分
	
	
	

	助成対象経費
	原材料費
	
	
	

	
	謝    金
	
	
	

	
	旅    費
	
	
	

	
	諸    費
	
	
	

	
	外 注 費
	
	
	

	
	委 託 費
	
	
	

	
	小  計
	
	
	

	助成対象外経費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小  計
	
	
	

	合  計
	
	
	


（注１）助成対象経費と助成対象外経費に分けて記載し、各々の小計をとること。なお、助成対象経費と助成対象外経費の合計は、２総括表の事業費欄における「総事業費」に一致すること。

（注２）「備考」の欄には、経費の内容及び積算明細について、実験名、外注件名及び備品等の名称、単価、数量及び金額を各々記載すること。なお、当該金額の合計は、「経費区分」の「助成事業に要する経費」欄と一致すること。内容が多く備考欄に記入できない場合は、別紙「助成対象経費明細」に記入すること。

５．年間スケジュール表

	月

内容・項目
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


６．体    制

	研究体制
	（研究担当者の研究内容について、企業・学術機関・公設機関に分けて記入してください。）

	氏    名

所    属

本研究の担当内容

企  業

学術機関

公設機関




７．助成対象経費明細

	経費区分
	金  額（円）
	内  容
	説明・積算内訳

	原材料費
	
	
	原材料費
	

	謝    金
	
	
	委員謝金
	

	
	
	
	専門家謝金
	

	旅    費
	
	
	旅費
	

	
	
	
	委員旅費
	

	
	
	
	専門家旅費
	

	諸    費
	
	
	印刷製本費
	

	
	
	
	資料購入費
	

	
	
	
	通信運搬費
	

	
	
	
	消耗品費
	

	
	
	
	研修参加費
	

	
	
	
	賃借料
	

	
	
	
	産業財産権等

の導入及び申請に係る経費
	

	外 注 費
	
	
	外注費
	

	委 託 費
	
	
	研究開発事業

費の一部を委

託する経費
	

	合    計
	
	
	
	


１  「内容」は、交付要領別表に定める「助成対象経費」の「内容」のうちいずれかを記入する。

２  記載は該当のある「経費区分」、「内容」についてのみでよい。

３  金額は「４．収支計画」の「（２）支出の部（助成対象経費）」の金額と各経費区分に一致する。

４  専門家謝金については、専門家の氏名、所属、専門分野（指導を受ける内容）、単価・回数（時間）等を「説明・積算内訳」欄に記入すること。

５  旅費については、出張目的、目的地、及び金額の積算を「単価（○泊○日）×人数×回数」の要領で記入すること。

６  委託費については、内容及び委託（予定）先を記入すること。

